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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数の巻線を有する第１の部分であって、当該複数の巻線は、第１のアクティブな巻線部
分と第２のアクティブな巻線部分とを含み、第１のアクティブな巻線部分の巻線に関連す
るピッチが第２のアクティブな巻線部分の巻線に関連するピッチと異なる、前記第１の部
分と、
　複数の巻線を有する第２の部分と、
　移行部分であって、当該移行部分は、プリント回路基板（ＰＣＢ）上のパッドと電気的
に接続する巻線を含み、前記移行部分の巻線の直径が最も幅広の地点での前記第２の部分
の複数の巻線の直径よりも大きい、前記移行部分と、
　を含む段付きスプリングコンタクト。
【請求項２】
最も幅広の地点での前記第１の部分の複数の巻線の直径は、前記最も幅広の地点での前記
第２の部分の複数の巻線の直径よりも大きい、請求項１に記載の段付きスプリングコンタ
クト。
【請求項３】
前記第１の部分が先端を含む、請求項１に記載の段付きスプリグコンタクト。
【請求項４】
前記先端は、装置と関連する端子コネクタと電気的に接続する、請求項３に記載の段付き
スプリングコンタクト。
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【請求項５】
前記装置は、マイクロ歪みゲージ（ＭＳＧ）装置である、請求項４に記載の段付きスプリ
ングコンタクト。
【請求項６】
前記先端が平坦な形状であり、
　前記先端に関連する複数の巻線が、前記段付きスプリングコンタクトの中心と関連する
軸に対して１度と１５度の間の角度で、前記段付きスプリングコンタクトの中心に向かっ
て先細に傾斜する、請求項３に記載の段付きスプリングコンタクト。
【請求項７】
前記先端が円錐形状であり、当該円錐形状は、前記段付きスプリングコンタクトの中心に
関連する軸に対して、１０度と８０度の間で前記移行領域の先端の径の包絡線角度を有す
る、請求項３に記載の段付きスプリングコンタクト。
【請求項８】
前記第１のアクティブな巻線部分が、前記第２のアクティブな巻線部分に含まれる巻線に
関連するピッチよりも大きなピッチに関連する巻線を含む、請求項１に記載の段付きスプ
リングコンタクト。
【請求項９】
前記第１の部分が、第３のアクティブな巻線部分を含み、
　前記第３のアクティブな巻線部分に関連するピッチが、前記第２のアクティブな巻線部
分に含まれる巻線に関連するピッチよりも大きい、請求項１に記載の段付きスプリングコ
ンタクト。
【請求項１０】
前記第２の部分の複数の巻線はきつく巻かれている、請求項１に記載の段付きスプリング
コンタクト。
【請求項１１】
前記段付きスプリングコンタクトは、前記ＰＣＢに含まれるめっきされた貫通孔内に取り
付けられ、
　前記段付きスプリングコンタクトの前記第２の部分が、前記めっきされた貫通孔と電気
的に接続する、請求項１に記載の段付きスプリングコンタクト。
【請求項１２】
複数の巻線を有する第１の部分であって、当該複数の巻線は、第１のアクティブな巻線部
分と第２のアクティブな巻線部分とを含み、第１のアクティブな巻線部分は、第２のアク
ティブな巻線部分に含まれる巻線に関連するピッチよりも大きいピッチに関連する巻線を
含む、前記第１の部分と、
　複数の巻線を有する第２の部分と、
　移行部分であって、当該移行部分は、プリント回路基板（ＰＣＢ）上のパッドと電気的
に接続する巻線を含み、前記移行部分の巻線の直径が最も幅広の地点での前記第２の部分
の複数の巻線の直径よりも大きい、前記移行部分と、
　を含む段付きスプリングコンタクト。
【請求項１３】
段付きスプリングコンタクトはさらに、
　前記段付きスプリングコンタクトの中心に関連する軸に対して１度と１５度の間の角度
で、前記段付きスプリングコンタクトの中心に向かって傾斜する、複数の巻線を有する先
端を含む、請求項１２に記載の段付きスプリングコンタクト。
【請求項１４】
段付きスプリングコンタクトはさらに、
　前記段付きスプリングコンタクトの中心に関連する軸に対して１０度と８０度の間の移
行領域の先端の径の包絡線角度を有する先端を含む、請求項１２に記載の段付きスプリン
グコンタクト。
【請求項１５】
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前記段付きスプリングコンタクトが、ＰＣＢに含まれるめっきされた貫通孔内に取り付け
られ、前記段付きスプリングコンタクトの第２の部分が前記めっきされた貫通孔と電気的
に接続する、請求項１に記載の段付きスプリングコンタクト。
【請求項１６】
複数の巻線を有する第１の部分であって、当該第１の部分は、第１のアクティブな巻線部
分、第２のアクティブな巻線部分および第３のアクティブな巻線部分を含み、第１のアク
ティブな巻線部分の巻線に関連するピッチが第２のアクティブな巻線部分の巻線に関連す
るピッチと異なり、第３のアクティブな巻線部分の巻線に関連するピッチが第２のアクテ
ィブな巻線部分に含まれる巻線に関連するピッチよりも大きい、前記第１の部分と、
　複数の巻線を有する第２の部分と、
　移行部分であって、当該移行部分は、プリント回路基板（ＰＣＢ）上のパッドと電気的
に接続する巻線を含み、前記移行部分の巻線の直径が最も幅広の地点での前記第２の部分
の複数の巻線の直径よりも大きい、前記移行部分と、
　を含む段付きスプリングコンタクト。
【請求項１７】
段付きスプリングコンタクトはさらに、
　前記段付きスプリングコンタクトの中心に関連する軸に対して１度と１５度の間の角度
で、前記段付きスプリングコンタクトの中心に向かって傾斜する、複数の巻線を有する先
端を含む、請求項１６に記載の段付きスプリングコンタクト。
【請求項１８】
段付きスプリングコンタクトはさらに、
　前記段付きスプリングコンタクトの中心に関連する軸に対して１０度と８０度の間の移
行領域の先端の径の包絡線角度を有する先端を含む、請求項１６に記載の段付きスプリン
グコンタクト。
【請求項１９】
前記段付きスプリングコンタクトが、ＰＣＢに含まれるめっきされた貫通孔内に取り付け
られ、前記段付きスプリングコンタクトの第２の部分が前記めっきされた貫通孔と電気的
に接続する、請求項１に記載の段付きスプリングコンタクト。
【請求項２０】
前記第１の部分は、第１のアクティブな巻線部分と第２のアクティブな巻線部分とを有し
、第１のアクティブな巻線部分の巻線に関連するピッチが第２のアクティブな巻線部分に
関連するピッチと異なる、請求項１６に記載の段付きスプリングコンタクト。
【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
　本出願は、発明の名称“段付きスプリングコンタクト”で２０１３年９月６日に出願さ
れた米国仮特許出願番号６１／８７４，６２６、および、発明の名称“段付きスプリング
コンタクト”で２０１４年４月２８日に出願された米国仮特許出願番号６１／９８４，９
４２の優先権およびその利益を主張するものである。
【図面の簡単な説明】
【０００２】
　添付の図面は、本明細書の一部に組み込まれ、またこれを構成するものであり、本明細
書に記載される１つまたは複数の実施例を示し、また、詳細な説明とともにこれらの実施
例を説明するものである。
【図１】段付きスプリングコンタクトの例示的な実施例を示す図である。
【図２】図１に示された段付きスプリングコンタクトの先端の側面図である。
【図３Ａ】図１に示された段付きスプリングコンタクトの第１の端部の上面図である。
【図３Ｂ】図１に示された段付きスプリングコンタクトの第１の端部の破断図である。
【図４Ａ】図１に示された段付きスプリングコンタクトの第２の端部の上面図である。
【図４Ｂ】図１に示された段付きスプリングコンタクトの第２の端部の破断図である。
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【図５】図１に示された段付きスプリングコンタクトの例示的な取付けを示す図である。
【図６】図１に示された段付きスプリングコンタクトの例示的な動作を示す図である。
【図７】段付きスプリングコンタクトの例示的な第２の実施例を示す図である。
【図８Ａ】図７に示された段付きスプリングコンタクトの第１の先端の側面図である。
【図８Ｂ】図７に示された段付きスプリングコンタクトの第２の先端の側面図である。
【図９Ａ】図７に示された段付きスプリングコンタクトの第２の先端の上面図である。
【図９Ｂ】図７に示された段付きスプリングコンタクトの第２の先端の破断図である。
【図１０Ａ】図７に示された段付きスプリングコンタクトの第１の先端の上面図である。
【図１０Ｂ】図７に示された段付きスプリングコンタクトの第１の先端の破断図である。
【図１１】図７に示された段付きスプリングコンタクトの例示的な取付けを示す図である
。
【図１２】図７に示された段付きスプリングコンタクトの例示的な動作を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００３】
　段付きスプリングコンタクトは、階段を付けられたスプリングコンタクトとすることが
できる。コンタクトは、例えば、コンタクトの部分の直径が異なるので、階段を付けるこ
とができる。例えば、段付きスプリングコンタクトは、第１の部分および第２の部分を含
むことができる。第１の部分の直径は、第２の部分の直径とは異なることができる（より
大きい、より小さい、等）。
【０００４】
　段付きスプリングコンタクトは、複数の巻線を含むことができる。巻線の中心から次の
巻線の中心までの距離をピッチと呼ぶことができる。静止時（例えば、動作していないと
き）の段付きスプリングコンタクトの長さを、段付きスプリングコンタクトの自由長さと
呼ぶことができる。
【０００５】
　段付きスプリングコンタクトは、電子装置の２つの地点の間の電気的接続を提供するの
に使用され得る。例えば、マイクロ歪みゲージ（ＭＳＧ）センサなどの装置は、コネクタ
端子およびプリント回路基板（ＰＣＢ）を有することができる。コネクタ端子とＰＣＢの
間の電気的な接続は、１つまたは複数の段付きスプリングコンタクトを使用して達成する
ことができる。
【０００６】
　以下でさらに詳細に述べるように、段付きスプリングコンタクトの実施例は、第１の部
分、移行部分および第２の部分を有することができる。第１の部分は、ピッチの異なり得
る複数の巻線を含むことができる。第２の部分は、密接に巻かれた複数の巻線を含むこと
ができる。第２の部分に含まれる巻線のピッチは、例えば、一定とすることができる。移
行部分は、例えば、ＰＣＢに搭載されたパッドを含み得る第１の導電体と機械的かつ電気
的に接続することのできる巻線を含む。第１の部分は先端を含むことができる。この先端
は、例えば、平坦な形状、円形形状、または円錐形状とすることができる。先端は、第２
の導電体（例えば、端子コネクタ）と電気的に接続することができる。動作中、段付きス
プリングコンタクトは、第１の導電体と第２の導電体の間の電気的な接続を提供すること
ができる。
【０００７】
　図１は、段付きスプリングコンタクト１００の例示的な第１の実施例を示す。段付きス
プリングコンタクト１００は、導電性の材料（例えば、銀めっきされた金属）を含むこと
ができる。段付きスプリングコンタクト１００は、例えば、ＰＣＢおよびコネクタ端子と
共に使用されて、ＰＣＢとコネクタ端子の間の電気的な接続を提供することができる。
【０００８】
　図１を参照すると、段付きスプリングコンタクトは、第１の部分１２０および第２の部
分１２２を含むことができる。第１の部分１２０の直径１３６は、第２の部分１２２の直
径１３８よりも大きくすることができる。ある実施例では、段付きスプリングコンタクト
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１００の自由長さは、６．８２ミリメートル（ｍｍ）とすることができる。ここで、第１
の部分１２０は長さ３．８１ｍｍ、第２の部分１２２は長さ３．０１ｍｍとすることがで
きる。さらに、この実施例では、最も幅の広い地点での直径１３６は、２．１５ｍｍとす
ることができ、最も幅の広い地点での直径１３８は、１．５５ｍｍとすることができる。
【０００９】
　第１の部分１２０は、様々な区分を含むことができる。これらの区分は、例えば、先端
１２４、第１のアクティブな巻線部分１２６、第２のアクティブな巻線部分１２８、第３
のアクティブな巻線部分１３０、および移行部分１４０を含むことができる。第１の部分
１２０は、先端１２４に向かってテーパ付けされることができる。
【００１０】
　第１の部分１２０の巻線のピッチは異なることができる。この異なるピッチは、例えば
、段付きスプリングコンタクト１００の操作中に、段付きスプリングコンタクト１００が
、別の段付きスプリングコンタクト１００と絡まる傾向を防ぐ。
【００１１】
　第１の部分１２０は、１つまたは複数のアクティブな巻線を含むことができる。アクテ
ィブな巻線は、例えば、第１のアクティブな巻線部分１２６、第２のアクティブな巻線部
分１２８および第３のアクティブな巻線部分１３０を含むことのできる、アクティブな巻
線領域の部分とすることができる。軸１１０は、段付きスプリングコンタクト１００の中
心と関連し得る軸を表すことができる。
【００１２】
　先端１２４は、１つまたは複数の巻線を含むことができる。この巻線は、間隔を狭くす
ることができる。間隔の狭い巻線は、例えば、巻線の間にスペースがほとんどないか、全
くないようにきつく巻かれた巻線を含むことができる。ここで、例えば、巻線のピッチは
最小とすることができる。間隔の狭い巻線の例は、閉じた巻線である。
【００１３】
　１つまたは複数の巻線は、先端１２４に向かってテーパ付けすることができる。先端１
２４は、例えば、平坦な形状を有し得る端部を有することができる。この平坦な形状は、
例えば、平坦または実質的に平坦とすることができる。以下で述べるように、この先端は
、例えば、導電性のコネクタ端子と電気的に接続することができる。
【００１４】
　ある実施例では、先端１２４は長さ０．８３ｍｍとすることができ、２つの間隔の狭い
巻線を含むことができる。この間隔の狭い巻線は、この間隔の狭い巻線が先端１２４の全
体の長さに及ぶように、きつく巻かれることができる。
【００１５】
　第１のアクティブな巻線部分１２６は、１つまたは複数の間隔の広い巻線を含むことが
できる。間隔の広い巻線は、例えば、巻線の間にスペースが含まれ得るように、ゆるく巻
かれた巻線を含むことができる。巻線の間のスペースは、例えば、間隔の狭い巻線と比較
したときに、かなりのものであり得る。さらに、間隔の広い巻線のピッチは、例えば、間
隔の狭い巻線のピッチよりも大きくすることができる。間隔の広い巻線の例は、オープン
スペースの巻線である。
【００１６】
　例えば、段付きスプリングコンタクト１００が片口ゲージを有するワイヤから製造され
ると仮定する。段付きスプリングコンタクト１００に含まれる間隔の狭い巻線は、間隔の
狭い巻線のピッチが例えば最小となるように、密接に巻かれることができる。間隔の狭い
巻線は、閉じた巻線と考えることができる。一方で、段付きスプリングコンタクト１００
に含まれる間隔の広い巻線は、間隔の広い巻線のピッチが、間隔の狭い巻線のピッチより
も大きくすることができるように、ゆるく巻かれることができる。間隔の広い巻線は、開
いた巻線と考えることができる。
【００１７】
　第１のアクティブな巻線部分１２６に含まれる巻線のピッチは、第１の部分１２０の他
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の部分の巻線のピッチと異なることができる。例えば、第１のアクティブな巻線部分１２
６に含まれる巻線のピッチは、先端１２４および／または第２のアクティブな巻線部分１
２８の巻線のピッチよりも大きくすることができる。
【００１８】
　ある実施例では、第１のアクティブな巻線部分１２６は、長さ０．８９ｍｍとすること
ができる。さらに、第１のアクティブな巻線部分１２６は、第１のアクティブな巻線部分
１２６の全体の長さに及ぶ、１つの間隔の広い巻線を含むことができる。しかし、他の実
施例では、第１のアクティブな巻線部分１２６が複数の巻線を含んでもよく、および／ま
たは、第１のアクティブな巻線部分がその他の長さであってもよいことに留意されたい。
さらに、他の実施例では、第１のアクティブな巻線部分１２６に含まれる巻線は、間隔の
狭い巻線と間隔の広い巻線の組み合わせをいくつか含むことができることにも留意された
い。
【００１９】
　第２のアクティブな巻線部分１２８は、１つまたは複数の間隔の広い巻線を含むことが
できる。第２のアクティブな巻線部分１２８に含まれる巻線のピッチは、第１の部分１２
０の他の区分での巻線のピッチと異なることができる。例えば、第２のアクティブな巻線
部分１２８に含まれる巻線のピッチは、先端１２４の巻線のピッチよりも大きくすること
ができる。さらに、第２のアクティブな巻線部分１２８の巻線のピッチは、例えば、第１
のアクティブな巻線部分１２６の巻線のピッチよりも小さくすることができる。
【００２０】
　ある実施例では、第２のアクティブな巻線部分１２８は、長さ０．９５ｍｍとすること
ができる。さらに、第２のアクティブな巻線部分１２８は、第２のアクティブな巻線部分
１２８の全体の長さに及ぶ、複数の間隔の広い巻線を含むことができる。例えば、第２の
アクティブな巻線部分１２８は、２つの間隔の広い巻線を含むことができる。結合された
２つの間隔の広い巻線は、第２のアクティブな巻線部分１２８の全体の長さに及ぶことが
できる。
【００２１】
　第３のアクティブな巻線部分１３０は、１つまたは複数の間隔の広い巻線を含むことが
できる。第３のアクティブな巻線部分１３０の巻線のピッチは、第１の部分１２０の他の
区分の巻線のピッチと異なることができる。例えば、第３のアクティブな巻線部分１３０
に含まれる巻線のピッチは、先端１２４の巻線および／または第２のアクティブな巻線部
分１２８の巻線のピッチよりも大きくすることができる。
【００２２】
　ある実施例では、第３のアクティブな巻線部分１３０は、長さ０．９５ｍｍとすること
ができる。さらに、第３のアクティブな巻線部分１３０は、第３のアクティブな巻線部分
１３０の全体の長さに及ぶ、１つまたは複数の間隔の広い巻線を含むことができる。例え
ば、第３のアクティブな巻線部分１３０は、第３のアクティブな巻線部分１３０の全体の
長さに及ぶ、１つの間隔の広い巻線を含むことができる。
【００２３】
　しかし、他の実施例では、第３のアクティブな巻線部分１３０が複数の巻線を含んでも
よいことに留意すべきである。さらに、または別法として、他の実施例では、第３のアク
ティブな巻線部分１３０は、他の長さに及ぶことができる。さらに、他実施例では、第３
のアクティブな巻線部分１３０に含まれる巻線は、間隔の狭い巻線と間隔の広い巻線の組
み合わせをいくつか含んでもよい。
【００２４】
　上述のように、第１のアクティブな巻線部分１２６および第３のアクティブな巻線部分
１３０と関連するピッチは、先端１２４および／または第２のアクティブな巻線部分１２
８の巻線と関連するピッチよりも大きくすることができる。さらに、第２のアクティブな
巻線部分１２８の巻線に関連するピッチは、先端１２４よりも大きくすることができ、お
よび／または、第１のアクティブな巻線部分１２６ならびに／または第３のアクティブな
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巻線部分１３０の巻線のピッチよりも小さくすることができる。
【００２５】
　例えば、ある実施例では、先端１２４の全ての巻線は第１のピッチを有し、第１のアク
ティブな巻線部分１２６の全ての巻線は第２のピッチを有し、第２のアクティブな巻線部
分１２８の全ての巻線は第３のピッチを有し、第３のアクティブな巻線部分１３０の全て
の巻線は第４のピッチを有する。この実施例では、第１のピッチは、第２、第３、第４の
ピッチよりも小さい。さらに、この実施例では、第３のピッチは第２のピッチおよび第４
のピッチよりも小さい。さらに、この実施例では、第２のピッチおよび第４のピッチは同
じ大きさである。
【００２６】
　上記の実施例は、第１の部分１２０のピッチがどのように異なり得るかについての説明
であることに留意すべきである。他の実施例では、第１、第２、第３および第４のピッチ
のためにサイズの異なる組み合わせが使用されてもよい。一般に、先端１２４、第１のア
クティブな巻線部分１２６、第２のアクティブな巻線部分１２８、および／または第３の
アクティブな巻線部分１３０に異なるピッチを使用すると、例えば、段付きスプリングコ
ンタクト１００のハンドリング中に、複数の段付きスプリングコンタクト１００の間で生
じることのある絡まりの傾向を防ぐことができる。
【００２７】
　移行部分１４０は、第１の部分１２０から第２の部分１２２へ移行することのできる１
つまたは複数の巻線を含むことができる。移行部分１４０の直径は、第２の部分１２２の
直径１３８よりも大きくすることができる。さらに、移行部分の直径は、第３のアクティ
ブな巻線部分１３０の直径よりも小さくすることができる。
【００２８】
　さらに、移行部分１４０は、軸１１０に対して角度を付けられ得る巻線を含むことがで
きる。例えば、移行部分１４０は、軸１１０に対して、１度から２０度の間の角度（１度
と２０度も含む）の巻線を含むことができる。
【００２９】
　さらに以下で述べるように、段付きスプリングコンタクト１００の動作中に、移行部分
１４０の一部は、ＰＣＢ上の導電性のパッドに抗して残存し、パッドと電気的に接続する
ことができる。
【００３０】
　第２の部分１２２は、軸部（ステム）１３２および先端１３４を含むことができる。軸
部１３２は、１つまたは複数の巻線を含むことができる。この巻線は、間隔の狭い巻線で
あることができる。第２の部分１２２に含まれる巻線のピッチは、一定とすることができ
る。例えば、ある実施例では、第２の部分１２２の全ての巻線が同じピッチを有する。
【００３１】
　第２の部分１２２の巻線は、先端１３４に向かってテーパ付けすることができる。先端
１３４は、１つまたは複数の巻線を含むことができる。この巻線は、間隔を狭くすること
ができ、また、軸１１０の内側に向かって内側にテーパ付けすることができる。先端１３
４に含まれる巻線のピッチは、一定とすることができる。他の実施例では、第２の部分１
２２は１つまたは複数の間隔の広い巻線を含んでもよいことに留意すべきである。さらに
、他の実施例では、第２の部分１２２に含まれる巻線のピッチは異なってもよい。
【００３２】
　図２は、先端１３４の側面図である。図２を参照すると、先端１３４は、１つまたは複
数の巻線を含むことができる。例えば、先端１３４は、３つの巻線を含むことができる。
線２３０は、先端１３４に含まれる巻線に接しており、巻線のテーパを示すことができる
。
【００３３】
　移行領域２２０の先端の径の包絡線の角度は、例えば、軸１１０に対する線２３０によ
って示される巻線のテーパに基づいて識別することができる。移行領域２２０の先端の径
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の包絡線の角度は、線２３０と軸１１０の間の角度を（例えば、度数で）表すことができ
る。ある実施例では、移行領域２２０の先端の径の包絡線の角度は、１８度とすることが
できる。他の実施例では、移行領域２２０の先端の径の包絡線の角度が他の値であっても
よいことに留意すべきである。例えば、他の実施例では、移行領域２２０の先端の径の包
絡線の角度は、１０度から８０度の間であってもよい。
【００３４】
　図３Ａおよび図３Ｂは、第１の部分１２０の巻線の上面図および切断図をそれぞれ示す
。具体的には、図３Ａは、第１の部分１２０から第２の部分１２２へと上から眺めたとき
の、段付きスプリングコンタクト１００の上面図３００を示す。図３Ａを参照すると、第
１の部分１２０の巻線は、段付きスプリングコンタクト１００の中心に向かって内側にテ
ーパ付けすることができる。
【００３５】
　図３Ｂは、第１の部分１２０の巻線の切断図を示す。第１の部分１２０の種々の区分に
含まれる巻線は、異なる角度で軸１１０に向かって内側にテーパ付けすることができるよ
うに、巻かれることができる。
【００３６】
　角度３２０は、例えば、第１の部分１２０の巻線の第１の区分のテーパの角度を表すこ
とができる。第１の部分の巻線は、例えば、先端１２４に含まれ得る巻線を含むことがで
きる。ある実施例では、角度３２０は７度とすることができ、これは、第１の部分１２０
の第１の区分が、７度の角度で軸１１０に向かって内側にテーパ付けするように、第１の
区分に含まれる巻線が巻かれ得ることを示す。しかし、他の実施例では、角度３２０は１
度から１５度の間の範囲であってもよい。
【００３７】
　角度３３０は、例えば、第１の部分１２０の巻線の第２の区分のテーパの角度を表すこ
とができる。この第２の区分の巻線は、例えば、第２のアクティブな巻線部分１２８およ
び／または第３のアクティブな巻線部分１３０に含まれ得る巻線を含むことができる。あ
る実施例では、角度３３０は４度とすることができ、これは、第１の端部の第２の区分が
、４度の角度で軸１１０に向かって内側にテーパ付けすることができるように、第２の区
分の巻線が巻かれ得ることを示す。
【００３８】
　巻線３６０は、第１の部分１２０の最も外側の巻線とすることができる。巻線３６０は
、巻線３６０の一部が軸１１０に向かって内側に回るように巻かれることができる。巻線
３６０が軸１１０に向かって内側に回る程度は、寸法３４０によって表すことができる。
具体的には、寸法３４０は、例えば、軸１１０から第１の端部の巻線３６０の中心部まで
の距離を示すことができる。ある実施例では、寸法３４０の値は、例えば最大０．４ｍｍ
とすることができる。他の実施例では、寸法３４０の他の値を使用してもよいことに留意
されたい。
【００３９】
　巻線３６２は、巻線３６０と隣接することができ、巻線３６２は、第１の部分１２０の
２番目に最も外側の巻線であるとみなすことができる。巻線３６０は、巻線３６０の一部
分が、巻線３６２の内側に入り込み、巻線３６０の異なる部分が、巻線３６２の外側にあ
るように巻かれることができる。寸法３５０は、例えば、巻線３６０が巻線３６２の外側
にあることのできる程度を示すことができる。ある実施例では、寸法３５０の値は、例え
ば０．１２ｍｍであり、許容差±１０ｍｍとすることができる。しかし、他の実施例では
、寸法３５０の他の値および／または許容差が使用されてもよいことに留意すべきである
。
【００４０】
　図４Ａおよび図４Ｂは、第２の部分１２２の巻線の上面図および切断図をそれぞれ示す
。具体的には、図４Ａは、第２の部分１２２から第１の部分１２０へ上から眺めたときの
、段付きスプリングコンタクト１００の図４００を示す。第２の部分１２２の１つまたは
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複数の巻線が、段付きスプリングコンタクト１００の中心に向かって内側に回ることがで
きることに留意されたい。
【００４１】
　図４Ｂは、第２の端部の破断図を示す。図４Ｂを参照すると、寸法４１０は、第２の部
分１２２の最も外側の巻線４４０が段付きスプリングコンタクト１００の中心に向かって
内側に回る程度を示すことができる。ある実施例では、寸法４１０は、最大０．５２５ｍ
ｍとすることができる。しかし、他の実施例では、寸法４１０のその他の値が使用されて
もよいことに留意すべきである。
【００４２】
　図５は、段付きスプリングコンタクト１００の例示的な取付けを示す。図５を参照する
と、段付きスプリングコンタクト１００は、ＰＣＢ５２０に含まれる孔５３０を通って取
り付けられ得る。孔５３０は、めっきされた貫通孔を含むことができる。めっきされた貫
通孔は、例えば導電性金属などの導電性の材料でめっきされることができる。
【００４３】
　パッド５４０は、例えば導電性金属などの導電性の材料を含むことができる。パッド５
４０は、ＰＣＢ５２０上に含まれ得る電気的リードと電気的に接触することができる。あ
る実施例では、孔５３０は、めっきされた貫通孔を含み、パッド５４０は、めっきされた
貫通孔の一部である。
【００４４】
　段付きスプリングコンタクト１００が孔５３０に取り付けられた後、移行部分１４０の
巻線の一部は、パッド５４０上にそのまま残り、パッド５４０と段付きスプリングコンタ
クト１００の間の導電性経路を提供することができる。さらに、段付きスプリングコンタ
クト１００の第２の部分１２２（図１）と関連する１つまたは複数の巻線は、パッド５４
０と段付きスプリングコンタクト１００の間の導電性経路を提供することができる。例え
ば、ある実施例では、孔５３０はめっきされた貫通孔であり、軸部１３２と関連する１つ
または複数の巻線は、このめっきされた貫通孔と電気的に接続し、これにより、パッド５
４０と段付きスプリングコンタクト１００の間に軸部１３２を介した導電性経路が提供さ
れる。
【００４５】
　図６は、段付きスプリングコンタクト１００の例示的な動作を示す。図６を参照すると
、力６３０（例えば、圧力）が、例えばコネクタ端子６２０によって段付きスプリングコ
ンタクト１００に加えられ得る。力６３０を加えると、コネクタ端子６２０の導電性の部
分が段付きスプリングコンタクト１００と機械的に接触して、コネクタ端子６２０と段付
きスプリングコンタクト１００の間の電気的経路を形成することができる。
【００４６】
　さらに、力６３０を加えると、段付きスプリングコンタクト１００と関連する１つまた
は複数のアクティブな巻線が圧縮され、これにより、移行部分１４０の１つまたは複数の
巻線に力が加えられる。移行部分１４０の巻線上の力により、巻線の少なくとも一部がパ
ッド５４０と電気的に接続し、コネクタ端子６２０から段付きスプリングコンタクト１０
０を通ってパッド５４０への電気的経路を形成する。
【００４７】
　段付きスプリングコンタクト１００、ＰＣＢ５２０およびコネクタ端子６２０が、例え
ばＭＳＧセンサなどの装置に含まれることができることに留意されたい。しかし、段付き
スプリングコンタクト１００が、装置間の２つの地点の電気的接続を提供するために他の
装置で使用されてもよいことに留意すべきである。
【００４８】
　段付きスプリングコンタクト１００が、ＰＣＢやコネクタ端子以外の品目の間の電気的
接続を提供するのに使用され得ることにも留意すべきである。例えば、段付きスプリング
コンタクト１００は、１つの装置に含まれることのできる２つの異なるＰＣＢ間の電気的
接続を提供するのに使用されてもよい。
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【００４９】
　図７は、段付きスプリングコンタクト７００の別の例示的な実施例を示す。段付きスプ
リングコンタクト７００は、導電性の材料（例えば、銀めっきされた金属）で製造される
ことができる。段付きスプリングコンタクト７００は、例えばＰＣＢと共に使用されて、
ＰＣＢとコネクタ端子との間の電気的接続を提供することができる。ＰＣＢおよびコネク
タ端子は、例えばＭＳＧセンサなどの装置の一部とすることができる。
【００５０】
　図７を参照すると、段付きスプリングコンタクト７００は、第１の部分７２０および第
２の部分７２２を含むことができる。第１の部分７２０は、先端７２４、アクティブな巻
線部分７３０および移行部７４０を含むことができる。第２の部分は、脚部（ステム）７
３２および先端７３４を含むことができる。第１の部分７２０の直径７３６は、第２の部
分７２２の直径７３８よりも大きくすることができる。軸７１０は、段付きスプリングコ
ンタクト７００の中心と関連し得る軸を示すことができる。
【００５１】
　ある実施例では、段付きスプリングコンタクト７００の自由長さは、例えば７．３８ｍ
ｍとすることができ、第１の部分７２０は長さ４ｍｍとすることができ、第２の部分７２
２は長さ３．３８ｍｍとすることができる。さらに、第１の部分の最も幅の広い地点の直
径７３６は、例えば２．１５ｍｍとすることができ、第２の部分の最も幅の広い地点の直
径７３８は、例えば１．５７ｍｍとすることができる。
【００５２】
　先端７２４は、１つまたは複数の巻線を含むことができる。巻線は、間隔を狭くするこ
とができる。先端７２４の巻線の１つまたは複数は、例えば、円錐形状または円形形状を
形成するように端部でテーパ付けすることができる。例えば、先端７２４は、円錐、円形
または実質的に円錐もしくは円形の端部を有することができる。以下でさらに述べるよう
に、先端７２４のこの端部は、例えば、導電性コネクタ端子の一部であり得る空隙と電気
的に接続することができる。
【００５３】
　ある実施例では、先端７２４は、例えば長さ０．８７５ｍｍとすることができる。さら
に、先端７２４は、３つの間隔の狭い巻線を含むことができる。間隔の狭い巻線は、組み
合わされた間隔の狭い巻線が先端７２４の全体の長さに及ぶようにきつく巻かれることが
できる。
【００５４】
　アクティブな巻線部分７３０は、段付きスプリングコンタクト７００の１つまたは複数
の巻線を含むことができる。アクティブな巻線の１つまたは複数は、間隔を広くすること
ができる。アクティブな巻線の１つまたは複数のピッチは、先端７２４および／または第
２の部分７２２に含まれる巻線のピッチよりも大きくすることができる。
【００５５】
　ある実施例では、アクティブな巻線部分７３０は、長さ０．８８ｍｍとすることができ
る。さらに、アクティブな巻線部分７３０は、アクティブな巻線部分７３０の全体の長さ
に及ぶ、３つの間隔の広い巻線を含むことができる。しかし、他の実施例では、アクティ
ブな巻線部分７３０が他の数の巻線を含んでもよいことに留意すべきである。さらに、他
の実施例では、アクティブな巻線部分７３０は、例えば、間隔の広い巻線のピッチよりも
小さなピッチを有する巻線を含むことができる。また、他の実施例では、アクティブな巻
線部分７３０の巻線は他の長さに及ぶことができる。
【００５６】
　移行部７４０は、第１の部分７２０から第２の部分７２２へ移行することのできる１つ
または複数の巻線を含むことができる。移行部７４０の直径は、第２の部分７２２の直径
７３８よりも大きくすることができる。さらに、移行部７４０の直径は、第１の部分７２
０の直径７３６よりも小さくすることができる。また、移行部７４０は、軸７１０に対し
て垂直または実質的に垂直であり得る巻線を含むことができる。以下でさらに述べるよう



(11) JP 6249910 B2 2017.12.20

10

20

30

40

50

に、段付きスプリングコンタクト７００の動作において、移行部７４０の一部は、ＰＣＢ
上の導電性パッドに抗するように存在し、パッドと電気的に接続することができる。
【００５７】
　第２の部分７２２において、軸部７３２は１つまたは複数の間隔の狭い巻線を含むこと
ができる。この巻線は、先端７３４に向かってテーパ付けすることができる。先端７３４
は、例えば軸７１０に向かって内側にテーパ付けすることのできる１つまたは複数の巻線
を含むことができる。
【００５８】
　アクティブな巻線部分７３０の巻線と関連するピッチが異なってもよいことに留意すべ
きである。アクティブな巻線部分７３０の巻線に異なるピッチを使用すると、例えば、複
数の段付きスプリングコンタクト７００の間で生じることのある絡まりを防ぐことができ
る。
【００５９】
　図８Ａは、先端７３４の側面図を示す。図８Ａを参照すると、先端７３４は、１つまた
は複数の巻線を含むことができる。線８３０は、先端７３４に含まれる１つまたは複数の
巻線と接することができ、例えば、１つまたは複数の巻線と関連するテーパを示すことが
できる。移行領域８２０の先端の径の包絡線の角度は、例えば、巻線のテーパに基づき識
別されることができる。移行領域８２０の先端の径の包絡線の角度は、軸７１０に対して
測定されることができる。ある実施例では、移行領域８２０の先端の径の包絡線の角度は
、２８．３度とすることができる。移行領域８２０の先端の径の包絡線の角度が、段付き
スプリングコンタクト７００の他の実施例では異なってもよいことに留意すべきである。
例えば、他の実施例では、移行領域８２０の先端の径の包絡線の角度は、１０度から８０
度の間とすることができる。
【００６０】
　図８Ｂは、先端７２４の側面図を示す。図８Ｂを参照すると、先端７２４は１つまたは
複数の巻線を含むことができる。線８５０は、先端７２４に含まれる１つまたは複数の巻
線と接することができ、例えば、１つまたは複数の巻線と関連するテーパを示すことがで
きる。移行領域８４０の先端の径の包絡線の角度は、例えば、巻線のテーパに基づき識別
されることができる。移行領域８４０の先端の径の包絡線の角度は、軸７１０に対して測
定されることができる。ある実施例では、移行領域８４０の先端の径の包絡線の角度は、
２８．３度とすることができる。移行領域８４０の先端の径の包絡線の角度が、スプリン
グコンタクト７００の他の実施例では異なってもよいことに留意すべきである。例えば、
他の実施例では、移行領域８４０の包絡線の角度は、１０度から８０度の間とすることが
できる。
【００６１】
　図９Ａはおよび図９Ｂは、第１の部分７２０の上面図および破断図をそれぞれ示す。具
体的には、図９Ａは、第１の部分７２０を第２の部分７２２に向かって上から眺めたとき
の、段付きスプリングコンタクト７００の図９００を示す。第１の部分７２０の巻線が、
段付きスプリングコンタクト７００の中心に向かって内側にテーパ―付けされ得ることに
留意されたい。
【００６２】
　図９Ｂは、第１の部分７２０に含まれる巻線の破断図を示す。巻線９６０は、第１の部
分７２０の最も外側の巻線とすることができる。巻線９６０は、巻線９６０の一部が軸７
１０に向かって内側に回るように巻かれることができる。
【００６３】
　寸法９４０は、巻線９６０の半径を示すことができる。ある実施例では、寸法９４０の
値は、例えば最大０．４５ｍｍとすることができる。他の実施例では、寸法９４０の他の
値が使用されてもよいことに留意されたい。
【００６４】
　図１０Ａおよび図１０Ｂは、第２の部分７２２の巻線の上面図および破断図をそれぞれ
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示す。具体的には、図１０Ａは、第２の部分７２２から、上から下へ眺めたときの、段付
きスプリングコンタクト７００の図１０００を示す。第２の部分７２２の１つまたは複数
の巻線が段付きスプリングコンタクト７００の中心に向かって内側に回ることができるこ
とに留意されたい。
【００６５】
　図１０Ｂは、第２の部分７２２の巻線の破断図を示す。図１０Ｂを参照すると、巻線１
０４０は。第２の部分７２２の最も外側の巻線とすることができる。巻線１０４０は、巻
線１０４０の一部が軸７１０に向かって内側に回ることができるように巻かれることがで
きる。
【００６６】
　寸法１０１０は、巻線１０４０の半径を示すことができる。ある実施例では、寸法１０
１０の値は、例えば最大０．４５ｍｍとすることができる。他の実施例では、寸法１１０
の他の値が使用されてもよいことに留意すべきである。
【００６７】
　図１１は、段付きスプリングコンタクト７００の例示的な取付けを示す。図１１を参照
すると、段付きスプリングコンタクト７００は、ＰＣＢ１１２０に含まれる孔１１３０を
通って取り付けられることができる。孔１１３０は、めっきされた貫通孔を含むことがで
きる。このめっきされた貫通孔は、例えば導電性金属などの導電性の材料を含むことがで
きる。
【００６８】
　パッド１１４０は、例えば導電性金属などの導電性の材料を含むことができる。パッド
１１４０は、ＰＣＢ１１２０上に含まれ得る導線と電気的に接続することができる。ある
実施例では、孔１１３０は、パッド１１４０を含むめっきされた貫通孔を含む。
【００６９】
　孔１１３０に取り付けられる際、移行部７４０の巻線の一部は、パッド１１４０上にそ
のまま残り、パッド１１４０と段付きスプリングコンタクト７００の間の導電性経路を提
供することができる。さらに、段付きスプリングコンタクト７００の第２の部分７２２（
図２）と関連する１つまたは複数の巻線は、パッド１１４０と段付きスプリングコンタク
ト７００の間の導電性経路を提供することができる。
【００７０】
　例えば、ある実施例では、孔１１３０はめっきされた貫通孔であり、第２の部分７２２
と関連した１つまたは複数の巻線は、このめっきされた貫通孔に電気的に接続し、これに
より、パッド１１４０と段付きスプリングコンタクト７００の間の導電性経路を提供する
。第２の部分７２２と関連した巻線によって提供される導電性経路は、例えば、移行部７
４０の巻線により提供される導電性経路以外にもあってもよい。
【００７１】
　図１２は、段付きスプリングコンタクト７００の例示的な動作を示す。図１２を参照す
ると、力１２３０（例えば、圧力）が、例えばコネクタ端子１２２０によって段付きスプ
リングコンタクト７００に加えられ得る。力１２３０を加えると、コネクタ端子１２２０
の導電性の部分が段付きスプリングコンタクト７００と機械的に接触して、コネクタ端子
１２２０と段付きスプリングコンタクト７００の間の電気的な経路を形成することができ
る。
【００７２】
　さらに、力１２３０を加えると、段付きスプリングコンタクト７００と関連する１つま
たは複数のアクティブな巻線が圧縮されて、これにより移行部７４０の１つまたは複数の
巻線に力が加えられ得る。移行部７４０の巻線上の力により、移行部７４０の巻線がパッ
ド１１４０と機械的に接触して、コネクタ端子１２２０から段付きスプリングコンタクト
７００および移行部７４０の巻線を通ってパッド１１４０への電気的経路を形成する。
【００７３】
　コネクタ端子１２２０が空隙１２２２（例えば、窪み）を含むことができることに留意
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。力１２３０がコネクタ端子１２２０によって段付きスプリングコンタクト７００に加え
られるとき、空隙１２２２は段付きスプリングコンタクト７００を安定させるように作動
することができる。
【００７４】
　段付きスプリングコンタクト７００、ＰＣＢ１１２０およびコネクタ端子１２２０は、
例えばＭＳＧセンサなどの装置に含まれることができることに留意されたい。しかし、段
付きスプリングコンタクト７００がＭＳＧセンサ以外の装置に使用されて、これらの装置
の２つの地点の間の電気的接続を提供することができることに留意すべきである。
【００７５】
　段付きスプリングコンタクト７００が、ＰＣＢおよびコネクタ端子以外の品目間の電気
的接続を提供するのに使用されてもよいことに留意すべきである。例えば、段付きスプリ
ングコンタクト７００は、１つの装置に含まれ得る２つの異なるＰＣＢ間の電気的接続を
提供するのに使用されてもよい。
【００７６】
　実施例の前述の記載は、図面および説明を提供することを意図するものであり、本発明
を開示された適切な形態に網羅または限定することを意図するものではない。修正形態お
よび変形形態が上記の教示の観点から可能であり、または、本発明の実施から獲得される
ことができる。
【００７７】
　本明細書で使用された構成要素、行為または指示が、そのように明示的に記載されてい
ない限りは、本発明にとって重要または必須であると解釈すべきでない。“ａ”は１つま
たは複数の品目を含むことを意図している。１つの品目のみを意図するところでは、“ｏ
ｎｅ”または同様の言葉が使用される。さらに、“基づいて（ｂａｓｅｄ　ｏｎ）”は、
それ以外であると明示的に述べていない限りは、“～に少なくとも部分的に基づいて”と
いう意味であることを意図している。
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